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【目的】 

 薬学教育システムが 6 年制に移行して 12 年が

経過した。本学でも多くの学生が卒業し、医療分

野を中心に様々な臨床現場で活躍している。6 年

制薬学教育の根幹にあるのは、実務実習を中心と

した臨床教育の充実であり、本学においてもコア

カリキュラムに従った臨床教育を実践し、多くの

優れた薬剤師を社会に輩出してきた。しかし最近、

学力不足のために留年を繰り返す学生が増加し、

また退学を余儀なくされる学生も散見されるとい

った負の側面が顕在化してきた。学力不足を原因

とする留年率および退学者の過剰な増加は本来の

薬学教育の趣旨とは大きくかけ離れており、早期

是正が社会から求められている。本研究の目標は、

新モデル・コアカリキュラムに準拠した新カリキ

ュラムを導入した学年における定期試験結果およ

びアンケート結果を解析することにより、新カリ

キュラムの有効性評価を行うことにある。本研究

により新カリキュラムの有用性および問題点を抽

出し、具体的な改善案を提案し、その改善案を実

行することにより教育の PDCA サイクルを機能

させることが可能となる。本研究の主要な研究目

標として、以下の二つを設定した。 

1）2015、2016 年度入学生（新カリキュラム導入）

の 2 年生次における定期試験結果を、2014 年度

入学生（旧カリキュラム）の 2 年生次における

定期試験結果と比較検討することにより、新カ

リキュラムの有用性および問題点を抽出する。 

2）2015、2016 年度入学生におけるアンケート結

果を解析し、学生自身が新カリキュラムに対し

て感じている印象を明確化し、新カリキュラム

の有用性および問題点を抽出する。 

【結果】 

 2014 年度入学生（旧カリキュラム）の 2 年生春

学期における定期試験結果と 2015年度入学生（新

カリキュラム）の結果を比較した結果、定期試験

合格数が大きく減少していることが明らかになっ

た（図 1）。2014 年度入学生と比較して再試験合

格数も減少したため、この 2015 年度入学生は 2

年次における留年者数が過去最多になった（53

名）。この結果は、新カリキュラム導入にいくつか

の問題点があることを示唆している。これらの結

果を受け、2017 年度から基礎教育対策委員会が発

足された。我々は 2016 年度の定期試験結果およ

びアンケート結果を詳細に解析し、具体的な対策

案を基礎教育対策委員会に諮った。具体的な改善

案として、（1）定期試験オリエンテーションの実

施（2017 年 5 月 21 日）、（2）2 年生サポートアワ

ーの実施、（3）学習相談室の充実、の 3 つを提案

し、実施した。その結果、2015 年度入学生と比較

して、2016 年度入学生の春学期定期試験結果は大

きく改善した（図 2）。 

図 1. 2016 年度 2 年生春学期定期試験における 

    各科目の再試験数の変化 
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図 2. 2017 年度 2 年生春学期定期試験における 

    各科目の再試験数の変化 

 

【考察】 

 本研究における二つの主要研究目標を達成する

ため、新カリキュラムの有用性および問題点を学

生視点で解析し、新カリキュラムにおける改善案

を策定した。また、2017 年度新たに発足した基礎

薬学教育対策委員会において改善案の提案を行い、

多くの教員の協力の下、改善案を実施した。2017

年度、これらの改善案を実施したことにより、定

期試験結果が改善したことは大きな成果であった

（図 2）。現在、これらの定期試験結果の変化とカ

リキュラム変更の関連について検討を行っている。

このような調査教育研究を継続することは、教育

における PDCA サイクルを回転させ、学生にとっ

て最適なカリキュラムを作り上げるという目標を

達成するために必須の工程である。より有効性の

高い薬学教育を実践するためには、外部による質

保証（外部評価）を実施するだけでなく、内部に

おける質保証を常に実施し、教育の質の向上に努

めていく必要がある。 

 本研究を進展させることは、「教育に関する継続

的な検証改善サイクルの確立」につながると期待

される。カリキュラムを最適化することにより、

多くの学生に科学的思考能力を醸成するために必

要な基礎学力を身に着けさせることができ、質の

高い薬剤師を養成することが可能になる。本研究

成果は科学的視点を持って様々な医療問題に取り

組むことができる薬剤師の育成に大きく寄与する

と考えられる。 
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